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行 政 調 査

地
域
振
興 

先
進
地 
議
会
行
政
調
査

山梨県小
こ

菅
すげ

村
むら ６月１７日（水）

効果的・効率的なむらづくりを調査
小菅村は山梨県北東部に位置しており、約９５％の森林
面積を有する多摩川の源流域となっている。人口は約６０
０人程度で、高齢化率４５％超の中山間の村である。地域
づくりのビジョンとして、定住人口だけではなく、関係人
口・支援人口を含めた「共創人口」の拡大を掲げている。
「共創人口の拡大」という共通目的のもとで、物流・観
光・移住・産業をパッケージ化している点が印象的で、Ｓ
ＷＯＴ分析（効率化に利用される分析方法）やデータ活用
など、施策立案が企業的で政策に反映されていた。行政が
抱え込まず「村内プレーヤー育成や外部連携で体制を組
む」ことで複数の事業を並行して推進していた。

富山県南
なん

砺
と

市
し

 井
い

波
なみ ６月１８日（木）

伝統産業×宿泊（分散型ホテル）
民間主導型事業を調査

南砺市井波地域は、古くから木彫刻等の職人文
化が集積しているところで、宿泊者は工房体験が
できる。そして、宿泊だけでは完結させず、飲食
店・商店・工房などが協力し、消費を循環させる
地域づくりをしていた。その効果は文化の向上、
職人支援・後継者育成にも波及している。
また、民間の発想力と実行力により「空き家の
利活用・宿運営」を実施して成果を上げている。
行政は「やる側」よりも「役割分担」などを行い、
事業の方向性や資源配分、生活環境の整備を担っ
ていた。

小菅村

南砺市

村内の良い空き家を有効活用して外部宿泊業者の誘致を達成し、物流・観光
面の支援を村全体で行って効率を上げ、移住・定住、産業の活性化まで、一
度に行う複合的な取組を実施している。



3

行 政 調 査

地
域
振
興 

先
進
地 

議
会
行
政
調
査

富山県南
なん

砺
と

市
し

 瑞
ずい

泉
せん

寺
じ

、高
たか

岡
おか

市
し

 瑞
ずい

龍
りゅう

寺
じ ６月１９日（金）

歴史的建造物の動向を確認
国宝・重要文化財級の寺院では、平日でも参拝者が多く、
参道の店舗もおもてなしの機能を十分に果たしていた。寺院
を核にした整備、参拝者の周遊ルートづくりの重要性を再確
認した。

井波の町並みは整備されており、工房が建ち並び、様々な彫刻を至るところで見ることができる

空き家を利用した民間の宿泊場
古い民家の内部は和洋式が折中した癒しの空間が広がっている。
不動産業と宿泊業の協働が成果を上げている。

瑞泉寺瑞泉寺 瑞龍寺瑞龍寺 寺院をめぐる案内看板寺院をめぐる案内看板
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議 案 審 議

第２回定例会は６月１０日（水）から６月１２日（金）までの会期で行い、専決処分
の承認、条例の改正、補正予算などを審議し、全議案、原案どおり可決しました。

「柳津町税条例の一部を改正する条例」の専決処分
国による地方税法の一部改正により令和８年４月１日付で専決した条例の一部改正を
承認した。
【理由】�米国の関税措置の影響を緩和し、国内自動車市場の活性化を図るため、自動車税

の環境性能割が今年４月１日に撤廃されたため。

「柳津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」
国の子ども・子育て支援法等の一部改正により、すべての医療保険の保険料から「子
ども・子育て支援金」が徴収されるため、町の国民健康保険税の中に「子ども・子育て
支援納付金分」を新設する改正を可決した。

「令和８年度柳津町一般会計」と３つの特別会計と２つの事業会計の補正予算
４月１日の人事異動による人件費の増減や国の子ども・子育て支援制度の創設、
物価高騰対策事業の関連予算の増額などを主とした補正予算を可決した。

「固定資産評価審査委員会委員の選任」
二瓶俊一氏が令和８年６月３０日をもって任期満了になることから、同氏を再任することに同意した。

「消防用小型動力ポンプ普通積載車の購入」
地方自治法と議会に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例により、石神
班の消防用車両が約３０年を経過し更新時期となったため、新たな車両を購入する契約
を可決した。
【契約金額】１,３５５万２千円　【契約相手】会津消防用品株式会社（会津若松市）

「除雪機械の購入」
西山事業所に配備された除雪機械が３０年を経過し劣化しているため、新たな除雪機
械を購入する契約を可決した。（１４トン級除雪ドーザ及びロータリー除雪装置）
【契約金額】４,７４１万円　【契約相手】会津機械株式会社（会津坂下町）

「気化熱冷風機等の購入」
昨年度内閣府より採択を受けた「令和７年度地域未来交付金」を活用し、熱中症対策、
災害避難所用品として、各学校及び運動公園の体育館に大型の気化熱冷風機と停電用の
発電機を購入する契約を可決した。
【契約金額】１,２９２万５千円　【契約相手】三愛化成商事株式会社（東京都）

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」
【総務文教常任委員会付託案件】

東日本大震災より１５年が経過したが、引き続き被災した就学児童等の支援は必要で
あり、令和９年度も継続を求める意見書を国の関係機関に提出することを可決した。
【陳情した団体】福島県教職員組合

第２回定例会の主な議案
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議 案 審 議

第２回定例会では、主に補正予算と物品購入についての質疑応答が行われました。そ
の一部を要約してご紹介いたします。

第２回定例会の議案審議質疑されました

【質問】町民センター照明のＬＥＤ化について（渡邊）
２０２７年以降には蛍光灯が販売されなくなるので、町の施設で、かなりやらなくては
いけなくなるはず。補正予算ではなく年次計画を組むべきではないか。
【答弁�】（町⾧）
今年度の予算編成にあたり、緊急性を要する場所を上げた中で、優先順位を決めて配分
した。来年度は、その先、どういうふうにしていくかを計画的にしていきたい。

【質問】物価高騰対策による水道使用料の減免について（岩渕）
国の物価高騰対策による事業だが、簡易水道に加入していない未普及地区に対する補助
はあるのか。
【答弁】�（建設課長）
未普及地域については対象外とさせていただいたが、町民課で補助
しており、補助率を上乗せすると聞いております。
【答弁】�（町民課長）
未普及地区の施設改修について、７５％の補助をしているが、１０
％程度で率上げを検討しています。

【質問】林道災害復旧費の増額について（松村）
災害箇所の修繕の主な内容が路肩補修ということだが、どの程度の被害状況なのか。

【答弁】�（建設課長）
林道新鶴柳津線（大規模林道）の高森集落付近、山側の暗渠排水が詰まって、水があふれ、
谷側の路肩が崩落した。

【質問】気化熱冷風機等の購入について（磯目）
体育館へのエアコン導入に向けた改修は検討していなかったのか。また暑い体育館の中
で気化熱冷風機を使用すれば、湿度が上昇し、逆に熱中症の危険性も高まることになるの
ではないか。
【答弁】（教育⾧）
経費的な問題があって、すぐに対応することは難しいので、待っ
たなしでの熱中症対策を考え、まずは冷風機等の導入を進めている。
【答弁】（教育課⾧）
気化熱冷風機は温度と湿度の密接な関係があり、熱中症リスクも
あるが、換気をしながら使っているという話を伺っている。状況を
見極めて使っていくようになると思う。

【採決】賛成７、反対１で可決

水道メーター
使用量を測定する

議員名 小林　浩 新井田順一 渡邊俊典 岩渕清幸 松村　亮 田﨑信二 荒明正一 磯目泰彦 齋藤正志
賛〇否× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 議長
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まずは課題を最優先にした
協議等を行ってまいりたい。

Q
少
子
化
や
社
会
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
学
校
教
育
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
今
後
の
方
針
等
に
つ
い

て
次
の
３
点
を
伺
う
。

①
学
力
向
上
と
教
育
環
境
整
備

②
今
後
の
学
校
の
あ
り
方

③
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
等

A
（
教
育
長
）①
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
な
ど
の
結

果
を
踏
ま
え
、
学
校
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
中
心
に
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
町
教
育
研
究
会
で
は

小
中
９
年
間
を
見
通
し
た
推
進
を

図
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や

英
語
指
導
助
手
、
支
援
を
要
す
る

児
童
生
徒
の
た
め
の
教
育
支
援
員

の
配
置
も
行
い
、
学
校
運
営
協
議

会
の
熟
議
を
反
映
し
な
が
ら
教
育

環
境
の
整
備
充
実
に
努
め
て
い
る
。

②
児
童
生
徒
数
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
り
、
議
会
や
振
興
計
画
審
議

会
よ
り
学
校
の
あ
り
方
の
検
討
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
適
正
配

置
等
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
会

議
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
教

育
環
境
の
充
実
を
最
優
先
に
協
議

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

③
令
和
４
年
度
か
ら
検
討
会
議
を

組
織
し
関
係
者
と
運
営
方
針
の
協

議
を
行
っ
て
き
た
。
令
和
７
年
度

に
は
地
域
移
行
を
加
速
す
る
た
め
、

学
校
・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
協
議
を
重
ね
、
昨

年
10
月
よ
り
試
行
的
に
開
始
し
た

が
、
地
域
ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る
生

徒
も
い
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
指
導
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
調
査
の
分
析

や
考
察
に
よ
り
課
題
を
明

確
に
し
、
授
業
の
充
実
・
改
善
に

つ
な
が
る
よ
う
な
指
導
助
言
を
行

っ
て
い
る
。

Q
全
国
学
力
調
査
等
に
よ
る

本
校
の
強
み
と
課
題
の
分

析
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
全
国
レ
ベ
ル

に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

「
学
び
に
向
か
う
力
」の
育
成
が

課
題
と
考
え
て
い
る
。
自
己
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
を
伸
ば
す
た
め
の
学

習
を
経
験
さ
せ
た
い
。

Q
教
育
支
援
員
の
配
置
に
よ

り
支
援
体
制
は
十
分
と
考

え
て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
西
山
小
学
校
、

柳
津
学
園
中
学
校
は
体
制

が
整
っ
て
い
る
と
思
う
。
柳
津
小

学
校
は
人
数
的
に
は
充
実
し
て
い

る
が
、
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る

体
制
づ
く
り
の
指
導
助
言
を
行
っ

て
い
る
。

Q
近
年
、
熱
中
症
対
策
が
課

題
と
な
り
、
学
校
体
育
館

は
災
害
避
難
所
も
担
っ
て
い
る
。

国
県
補
助
制
度
を
活
用
し
た
空
調

設
備
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

A
（
教
育
課
長
）
空
調
整
備

も
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、

ま
ず
気
化
熱
冷
風
機
を
導
入
し
対

策
す
る
判
断
を
し
て
い
る
。

Q
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

小
学
校
の
統
合
の
み
な
ら

ず
、
小
中
一
貫
教
育
の
検
討
も
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
小
中
連
携
教

育
９
年
間
、
さ
ら
に
保
育

所
か
ら
15
年
間
で
育
て
て
い
く
体

制
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

Q
学
校
統
合
の
検
討
に
保
護

者
や
地
域
住
民
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

A
（
教
育
課
長
）
ご
意
見
は

広
く
収
集
、
集
約
し
、
よ

り
よ
い
教
育
環
境
の
実
現
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

Q
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
役
割
も
担
っ
て

い
る
と
い
う
視
点
で
検
討
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

A
（
教
育
課
長
）
よ
り
よ
い

教
育
環
境
整
備
を
最
優
先

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
昨
年
10
月
か
ら
試
行
的
に

地
域
移
行
部
活
動
を
実
施

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
大
き
な
混
乱

は
な
く
進
め
ら
れ
た
と
考

え
て
い
る
。

Q
生
徒
や
保
護
者
、
教
職
員

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
見

や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
平
日
と
同
じ

時
間
帯
で
移
動
が
で
き
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
。
ま
た
遠
隔
地

の
練
習
試
合
の
移
動
は
大
き
な
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

Q
学
校
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
継
続
配
置
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
（
教
育
長
）
引
き
続
き
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
関
係
団

体
へ
指
導
助
言
を
行
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成

ま
で
に
条
例
の
改
正
ま
た
は
制
定

を
進
め
た
い
。

今後の学校教育の充実をどのように
図っていくのか

教育長

※
一
般
質
問
と
は
…
議
長
の
許
可
を
得
て
町
の
事
務
全
般
に
つ
い
て
質
す
発
言

１番　小
こば

林
やし

　浩
ひろし

議員
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Q
本
分
野
に
お
け
る
小
林
町

政
通
算
２
期
の
振
り
返
り

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
子
育
て
支
援
の

充
実
、
定
住
促
進
住
宅
や

独
身
住
宅
の
整
備
、
新
築
住
宅
へ

の
補
助
、
芝
生
公
園
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
整
備
、
交
流
事
業
を
実
施

し
、
成
果
は
あ
っ
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

Q
実
施
事
項
が
列
挙
さ
れ
た

こ
と
は
分
か
る
が
、
成
果

が
あ
っ
た
と
す
る
定
量
的
・
定
性

的
な
評
価
基
準
は
何
な
の
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
成

果
の
定
量
的
・
定
性
的
な

評
価
基
準
の
大
き
な
定
め
と
い
う

も
の
は
な
い
。

Q
２
０
２
５
年
の
国
政
調
査

で
は
、
県
で
６
・
６
％
の

人
口
減
、当
町
で
は
15
・
３
％
減
。

町
長
の
受
け
止
め
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
、
維
持
す
る
、

増
加
に
転
じ
る
施
策
を
打
つ
こ
と

は
、
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
、

減
少
曲
線
を
緩
や
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
力
を
注
い
で
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

７番　松
まつ

村
むら

　亮
りょう

議員

Q
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で

事
態
が
好
転
に
向
か
う
か

疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
足
元
の
住

環
境
整
備
に
お
い
て
、
ま
ず
公
営

住
宅
老
朽
化
の
認
識
を
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
ご
指
摘
の

と
お
り
、
老
朽
化
が
目
立
っ

て
き
て
い
る
。

Q
公
営
住
宅
の
目
的
外
改
修

が
新
た
に
予
算
化
さ
れ
た

が
、
移
住
・
定
住
の
施
策
で
あ
れ

ば
、
具
体
的
に
ど
れ
く
ら
い
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

既
存
の
ス
ト
ッ
ク
（
在
庫
）
点
検

の
意
味
合
い
な
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
対
象
は
、

大
平
団
地
１
号
棟
１
部
屋
。

目
的
は
移
住
・
定
住
の
両
方
。
ス

ト
ッ
ク
点
検
も
議
会
で
指
摘
が
あ

っ
た
と
お
り
、
修
繕
す
べ
き
と
こ

ろ
を
併
せ
て
進
め
て
い
く
。

Q
国
交
省
の
財
産
処
分
基
準

に
照
ら
し
合
わ
せ
、
町
の

判
断
で
処
分
・
転
用
で
き
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

A
（
建
設
課
長
）
公
営
住
宅

に
関
す
る
規
定
が
緩
和
さ

れ
て
い
る
の
で
、
国
県
と
相
談
の

上
、
柔
軟
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Q
公
営
住
宅
を
幅
広
い
年
齢

層
に
開
放
す
る
た
め
、
用

途
廃
止
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
へ

の
指
定
替
え
、
裁
量
階
層
の
再
定

義
の
３
つ
の
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

踏
ま
え
、
本
腰
を
入
れ
て
調
査
す

る
お
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
有
効
に
利
活
用

し
て
い
く
考
え
は
強
く
思
っ

て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探

っ
て
い
く
。

Q
空
き
家
バ
ン
ク
と
い
う
情

報
の
仲
介
だ
け
で
は
、
若

い
世
代
が
求
め
る
持
ち
家
需
要
に

十
分
で
は
な
い
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
空

き
家
バ
ン
ク
は
１
つ
の
手

法
で
あ
り
、
若
い
世
代
に
十
分
応

え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

Q
行
政
が
土
地
を
確
保
し
、

宅
地
造
成
す
る
町
自
ら
が

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
な
る
本
流
の

住
宅
政
策
に
立
ち
返
る
べ
き
で
は
。

A
（
町
長
）
議
会
と
協
議
を

重
ね
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、

予
算
意
見
書
で
も
、
う
た
わ
れ
て

い
る
。
今
後
し
っ
か
り
前
に
進
め

て
い
く
。

Q
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
行

に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば

町
の
住
居
政
策
が
向
こ
う
１０
年
間

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
。
猶
予
の
な
さ
を
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
場
所
選
定
か
ら

分
譲
開
始
ま
で
、
か
な
り

か
か
っ
て
く
る
と
想
定
し
て
い
る
。

可
及
的
速
や
か
に
、
議
会
と
今
後

の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
早
く
進

め
て
い
き
た
い
。

Q
町
長
が
思
っ
て
い
る
、
み

ら
い
創
生
の
着
地
点
、
持

続
可
能
な
、
ま
ち
が
見
え
て
こ
な

い
部
分
が
あ
る
。
言
語
化
で
き
る

も
の
が
あ
れ
ば
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
が
縮
ん
で
い

く
弊
害
と
し
て
、
町
民
に

と
っ
て
の
痛
み
、
不
安
が
出
て
く

る
が
、
い
か
に
和
ら
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
考
え
て
い
る
。「
近

き
者
説
び
、
遠
き
者
来
る
」
と
い

う
言
葉
を
体
現
し
て
い
く
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
、
事
業
、
政
策
を

通
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

子育て支援を継続拡充し、公営住宅の
目的外改修、空き家を活用した移住定住
促進住宅の整備などを進めたい。

移住・定住・交流の施策について質します

町長
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Q
老
朽
化
が
進
み
水
道
管
や

下
水
道
施
設
の
更
新
時
期

が
近
づ
い
て
き
て
い
る
が
、
そ
の

更
新
計
画
は
で
き
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
費
用
負
担
が
一
般
財

政
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
経
営
戦
略
や
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資

産
管
理
）
計
画
に
基
づ
き
、
設
備

の
更
新
を
年
次
計
画
で
実
施
し
て

い
く
た
め
、
関
係
機
関
等
を
含
め

て
協
議
し
て
い
く
が
、
費
用
を
他

会
計
補
助
金
に
依
存
し
て
お
り
、

自
主
財
源
は
人
口
減
少
の
影
響
も

あ
り
、
減
少
傾
向
が
著
し
い
。
今

後
の
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
な
る
国
県
補
助
金
等
の
財
源

確
保
が
必
須
と
な
る
。

Q
「
使
用
し
て
い
な
い
管
路
」

と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
使
用
せ
ず

土
中
に
残
さ
れ
た
管
路
は

布
設
替
え
を
し
た
昭
和
の
時
代
、

選
択
肢
と
し
て
埋
め
殺
し
、
ま
た

は
撤
去
処
分
の
選
択
権
が
あ
っ
た
。

危
惧
さ
れ
て
い
る
石
綿
管
に
つ
い

て
は
、
供
用
し
て
い
る
も
の
は
撤

去
処
分
だ
が
、
埋
め
殺
し
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
撤
去
義
務
は
な
い

の
で
、
適
正
に
管
理
、
見
守
っ
て

い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
な
る
。

Q
下
水
道
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
が
策
定
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
災
害
想
定
や

非
常
時
優
先
業
務
体
制
な
ど
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
来
年
度
策

定
予
定
の
下
水
道
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
維
持
管
理
実

務
）
計
画
の
先
駆
的
な
計
画
で
あ

り
、
修
繕
事
業
や
災
害
時
連
絡
体

制
、
非
常
時
優
先
業
務
な
ど
を
う

た
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
簡

易
的
な
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
発
生
時
は
町
防
災
計
画
に
基

づ
き
上
下
水
道
の
業
務
に
当
た
る

の
で
、
そ
れ
に
準
じ
る
形
と
な
っ

て
い
る
。

Q
簡
易
水
道
経
営
戦
略
に
よ

れ
ば
令
和
14
年
度
以
降
の

更
新
費
用
が
年
１
億
５
千
万
円
と

さ
れ
て
い
る
。
高
額
な
費
用
を
ど

の
よ
う
に
捻
出
す
る
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
昨
年
度
策

定
し
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
等
の
中
で
試
算
し
た

修
繕
ま
た
は
改
良
工
事
に
充
て
ら

れ
る
上
限
金
額
を
示
し
て
い
る
が

今
は
１
㎞
当
の
管
路
布
設
経
費
が

約
２
億
と
言
わ
れ
て
い
る
。
耐
用

年
数
を
超
え
た
約
18
％
の
入
替
に

は
、
到
底
追
い
つ
か
な
い
の
で
有

利
な
国
県
補
助
、
国
交
省
の
生
活

基
盤
近
代
化
事
業
の
建
設
改
良
の

メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
事
業
に
当

た
っ
て
い
る
。
併
せ
て
企
業
債
も

併
用
し
、
で
き
る
だ
け
一
般
会
計
、

財
政
的
負
担
の
な
い
よ
う
な
展
開

に
し
て
い
る
。

Q
町
国
土
強
靭
化
計
画
に
明

記
さ
れ
て
い
る
麻
生
地
区

の
柳
津
給
水
区
統
合
の
着
工
年
度

を
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
昨
年
度
か

ら
の
柳
津
浄
水
場
の
整
備

と
造
成
工
事
の
終
わ
り
を
令
和
10

ま
た
は
11
年
度
と
し
て
い
る
が
、

終
わ
り
次
第
、
着
工
す
る
予
定
。

Q
柳
津
町
に
は
簡
易
水
道
未

普
及
地
区
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
解
消
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
大
変
お
金
の
か

か
る
事
業
で
あ
り
、
か
な

り
先
の
計
画
予
定
も
入
っ
て
い
る
。

す
べ
て
を
簡
易
水
道
化
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
上
下
水
道
料
金
収

入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、

多
額
の
更
新
費
用
が
見
込
ま
れ
て

い
る
か
ら
、
経
営
戦
略
に
は
「
料

金
改
定
の
検
討
」
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
可
能
性
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
民
の
負
担
は

な
る
べ
く
増
や
し
た
く
な

い
。
料
金
を
上
げ
て
も
大
き
な
部

分
に
な
ら
な
い
。
も
っ
と
、
施
設

の
再
編
や
統
合
な
ど
に
よ
っ
て
経

費
を
削
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
人
口
減
少
の
変

化
を
計
画
に
入
れ
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

関係機関や近隣町村の動向を
注視して整備等をしていく。

上下水道インフラの老朽化対策を
お聞きします

町長

６番　岩
いわ

渕
ぶち

清
きよ

幸
ゆき

議員
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Q
会
津
柳
津
駅
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
３
年

目
を
迎
え
た
が
、
指
摘
し
た
床
の

亀
裂
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

入
り
口
付
近
の
亀
裂
が
広
が
り
、

僅
か
な
が
ら
浮
き
が
生
じ
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
だ
と

剝
離
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
外
部
犬

走
り
に
も
大
き
な
亀
裂
が
あ
り
、

同
じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
ホ
ー
ム
南
側
の
桁
の
木

部
分
の
塗
装
が
大
き
く
剝
が
れ
て

い
る
の
で
一
度
、
改
修
部
分
の
総

点
検
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
議
員
お
た
だ
し

の
亀
裂
や
桁
の
塗
装
も
確

認
し
て
い
る
。
当
時
の
面
影
を
限

り
な
く
残
し
、
地
域
の
方
々
や
観

光
客
に
な
じ
み
の
深
い
駅
舎
の
改

修
に
は
、
活
用
で
き
る
も
の
は
利

活
用
し
て
進
め
て
き
た
。
総
点
検

と
い
う
よ
り
不
具
合
や
日
常
的
な

点
検
を
徹
底
し
、
支
障
が
な
い
よ

う
維
持
管
理
を
進
め
て
い
く
。
な

お
、
今
後
、
安
全
管
理
面
で
支
障

等
が
あ
れ
ば
、
施
工
業
者
等
と
協

議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
判
断
し
て

ま
い
り
た
い
。

Q
設
計
図
面
を
見
た
が
、
わ

ず
か
３
、
４
㎝
を
元
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
も
入
れ
ず
、
メ
タ
ル
ラ
ス
も
入

れ
な
い
。
割
れ
る
の
は
当
た
り
前

で
、
塗
装
も
あ
ん
な
に
大
き
く
剝

が
れ
る
っ
て
い
う
の
は
お
か
し
い
。

Ｐ
Ｌ
法
も
責
任
施
工
も
あ
る
し
、

３
年
以
内
に
不
良
施
工
が
出
た
場

合
に
は
、
調
べ
て
指
摘
し
た
ら
、

ど
う
で
す
か
と
聞
い
て
い
る
。

A
（
町
長
）
駅
舎
は
約
１
０

０
年
経
過
し
た
歴
史
的
な

建
造
物
で
、
今
回
の
改
修
工
事
は

歴
史
を
損
な
う
こ
と
な
く
可
能
な

限
り
忠
実
に
復
元
し
、
皆
さ
ん
の

思
い
出
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
柱
や
梁
に

つ
い
た
傷
や
汚
れ
な
ど
も
残
っ
て

お
り
、
傾
き
を
補
整
し
た
跡
も
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
床
の
ひ
び

割
れ
も
、
強
度
や
機
能
上
の
支
障

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
昨
年
の
簡

易
な
修
繕
で
完
了
し
た
と
認
識
し

て
い
る
。
管
理
上
、
使
用
上
で
不

具
合
を
発
見
し
た
と
き
、
そ
の
都

度
、
修
繕
等
で
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。

◆　

◆　

◆

Q
元
は
柳
津
駅
で
降
り
、
観

光
バ
ス
が
虚
空
藏
様
に
案

内
し
て
参
拝
し
た
後
に
道
の
駅
に

寄
っ
て
赤
べ
こ
絵
付
け
な
ど
を
し

た
が
、
今
は
な
く
な
っ
て
、
た
だ

の
素
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
駅
利

用
状
況
を
ど
の
よ
う
な
統
計
で
出

し
て
い
る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
委
託

を
し
て
い
る
が
、
駅
舎
を

訪
れ
た
方
の
数
で
あ
り
、
委
託
時

間
内
で
の
カ
ウ
ン
ト
数
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
当
然
、
駅
を
利

用
さ
れ
る
お
客
様
や
町
民
の
方
が
、

全
て
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

Q
駅
で
降
り
た
方
は
徒
歩
な

の
で
、
斎
藤
清
美
術
館
ま

で
何
キ
ロ
、
こ
ち
ら
の
方
向
で
す

と
か
、
圓
藏
寺
は
こ
ち
ら
で
す
と

か
。
そ
う
い
う
看
板
。
駅
に
来
た

ら
、
ど
こ
ど
こ
ま
で
何
キ
ロ
、
徒

歩
で
何
分
と
か
。
そ
う
い
う
こ
と

に
し
て
駅
に
来
て
駅
を
使
っ
て
も

ら
う
っ
て
こ
と
が
基
本
で
は
な
い

か
。
車
で
来
た
人
た
ち
、
よ
ほ
ど

で
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
国
道
で
行

っ
て
し
ま
う
の
で
、
駅
を
維
持
し

て
い
こ
う
と
す
る
に
は
、
町
の
中

に
何
か
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
よ

う
な
方
向
が
な
け
れ
ば
し
ょ
う
が

な
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

A
（
町
長
）
ま
ち
な
か
を
回

遊
、
歩
い
て
観
光
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
観
光
を
目
指
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
今
、
歴
ま
ち
計

画
を
進
め
て
お
り
、
自
然
景
観
と

歴
史
景
観
を
調
和
さ
せ
、
き
れ
い

な
景
観
づ
く
り
や
周
遊
イ
ベ
ン
ト

を
支
援
し
、
道
の
駅
の
再
編
な
ど

で
拠
点
を
つ
く
り
結
ん
で
い
く
取

組
を
し
て
い
る
。
一
日
に
し
て
な

り
得
る
事
業
で
は
な
い
が
、
地
道

に
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
看

板
は
歴
ま
ち
計
画
で
統
一
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
設
置
し

た
い
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
固
ま

る
ま
で
待
っ
て
く
れ
と
い
う
よ
う

な
話
を
し
て
い
る
。

Q
町
に
長
く
滞
在
し
て
い
た

だ
く
に
は
新
た
な
観
光
資

源
、
例
え
ば
銀
山
煙
突
。
日
本
で

も
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
で
増
や
す
か
、
町

の
中
に
魅
力
を
つ
く
り
出
す
か
。

や
っ
ぱ
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
具
体
的
に

考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
。

A
（
町
長
）
今
、
ま
ち
な
か

で
は
空
き
店
舗
が
目
立
っ

て
き
て
お
り
、
町
で
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
、
若
い
人
の
呼
び

込
み
を
し
て
い
る
。
昼
間
か
ら
夜

ま
で
歩
け
る
よ
う
な
町
並
み
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
若
い
人
た

ち
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
応
援
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

駅舎改修の問題点は修繕等で対応して
いきたい。効果の向上を歴まち計画等と
合わせて進めていきたい。

駅舎改修と観光への効果について質します

町長

３番　渡
わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員
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臨時会・その他

第４回臨時会の主な議案
第４回臨時会は７月１６日（木）１日間の会期で行い、令和８年度一般会

計補正予算の１件が審議され、原案どおり可決しました。

「令和８年度柳津町一般会計補正予算」
国の物価高騰対策地方創生臨時交付金の追加交付を受け、町の物価高騰対策給付型商
品券の追加発行するための補正予算を可決した。
（主な内容）町民１人当たりに３千円の商品券を交付するための業務委託料

　８,６０１千円

令和８年度の議会モニターを委嘱しました令和８年度の議会モニターを委嘱しました
６月１０日（水）正副議長室において、議会モニ
ター委嘱状交付式を行いました。
「議会の運営に関すること」を主題として、議会定
例会の会議や議会だよりを見ていただいて、町民から
の視点でご意見（例えば「説明が難しい」など）をい
ただいて、今後の議会運営の改善に取り組んでいきま
す。

鈴木　早苗さん（小ノ川）
金子セツ子さん（砂子原）
佐々木憲一さん（猪　鼻）
目黒　竹男さん（野老沢）
目黒　和子さん（野老沢）

令和７年度会計の決算審査が行われました令和７年度会計の決算審査が行われました
７月２１日（火）から９日間の日程で令和７年度の町
会計の決算審査が行われました。
この監査は、地方自治法、地方公営企業法、地方公共
団体の財政の健全化に関する法律に基づき実施されるも
ので、決算における財務諸表の正確性を検証し、予算の
執行、事業の経営、基金の管理状況等が適正で効率的に
行われているかを検査し、９月定例会において報告する
ことが義務付けられております。

過去の一般質問を過去の一般質問を
動画で見られます動画で見られます
過去に行われた委員会代表質問や一般質問の
映像を町の公式ホームページから視聴できます。

パソコン、スマホ、タブレット端末
などでご利用になれます。

町公式ホームページＵＲＬ
http://www.town.yanaizu.fukushima.jp

初日は「一般質問」を行います。
ゆきげ館とふれあい館で視聴できます。

第３回定例会のお知らせ
次回の定例会９月４日（金）

開会予定です。

９月４日（金）
午前１０時から

傍聴
しようよ！
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第２５回両沼地方町村議会議員交流会

議 会 活 動

令和８年度全国町村議会議長・副議長研修会令和８年度全国町村議会議長・副議長研修会
５月２６日（火）東京国際フォーラムにおいて、
全国町村議会議長会主催の令和８年度町村議会議
長・副議長研修会が開催されました。柳津町議会か
らは齋藤議長と磯目副議長が参加し、地方自治の課
題としいて、地域未来戦略や外国人材の確保育成、
男女共同参画についての講話を拝聴いたしました。

※�右の写真は「女性模擬議会の取組について」をテー
マにした蔵王町議会の女性議員によるパネルディス
カッションの様子です。

７月１０日（金）つきみが丘町民センターにおい
て、両沼地方町村議会議長会主催の第２５回両沼地
方町村議会議員交流会が開催されました。
両沼地方７町村の議会議員のほか、会津地方振興
局長、両沼地方選出の県議会議員、両沼地方７町村
の町村長などが集結し、交流人口による地方創生を
テーマにした講演を拝聴して、お互いの課題につい
て話し合いながら親睦も深めました。

演題　「都市と地方をかきまぜる」
講師　株式会社 雨風太陽　代表取締役社長　高橋　博之 氏　
　　　（２０２４年設立　内閣官房が主宰する「新しい地方経済・生活環境創生会議」有識者メンバー）

齋藤議長が会津柳津学園中学校で講話齋藤議長が会津柳津学園中学校で講話
柳津町立会津柳津学園中学校では、毎年３年生を対象
とした町議会議長の講話を行っています。
今年は６月１日（月）に実施され、「持続可能な柳津
町をつくろう」をテーマに、町の現状や課題を中心に、
お話をいたしました。
今年の秋には「中学生議会」が予定されておりますが、
その参考になれば幸いです。

柳津町議員定数検討委員会を設置柳津町議員定数検討委員会を設置
現在の議員の定数については各市町村の条例で定めることになっておりますが、以前には人口
に応じた議員定数の基準が存在していました。現在、国会から地方議会に至るまで、議会改革の
波が押し寄せており、議員報酬の改定と併せて議員の定数についても見直しが図られています。
柳津町議会でもこの動きに合わせ、定数についての検討をしていくこととなりました。



12

【
編

集
・

発
行

】広
報

常
任

委
員

会
第

187号
令

和
8年

8月
28日

発
行

〒
969-7201　福

島
県

河
沼

郡
柳

津
町

大
字

柳
津

字
下

平
乙

234
柳

津
町

議
会

事
務

局
　

TEL 0241-42-2390　
FAX 0241-42-3475

http://w
w

w
.tow

n.yanaizu.fukushim
a.jp

や
な

い
づ

議
会

だ
よ

り

中学生議会テレビ視聴（ふれあい館・ゆきげ館）のお知らせ

−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和８年第１回定例会以降）（令和８年第１回定例会以降）  −−
	 3月30日	 議会全員協議会・第３回臨時会・町監査委員選任書交付式
	 4月 9日	 両沼地方町村議会議長会定期総会（会津坂下町）
	 10日	 斎藤清美術館30周年プレ企画展「斎藤清と柳津」オープニングセレモニー
	 13日	 町赤十字奉仕団総会（銀山荘）
	 	 町スポーツ協会総会（ふれあい館）
	 19日	 町更生保護女性の会総会（ふれあい館）
	 20日	 議会全員協議会
	 22日	 町良寛会総会及び良寛和尚供養祭（町民センター）
	 30日	 町花き振興協議会総会（せいざん荘）
	 	 町教育研究会総会（ふれあい館）
	 5月 8日	 町PTA連絡協議会総会（せいざん荘）
	 9日	 町バレーボール連盟総会（塔之坊あづまや）
	 11日	 会津総合開発協議会国出先機関要望（仙台市）
	 14日	 新潟県出雲崎町議会との交流会（〜15日新潟県出雲崎町）
	 19日	 議会全員協議会
	 20日	 会津総合開発協議会中央省庁要望会（東京都）
	 22日	 町商工会第66回通常総会（町商工会館）
	 26日	 第１回やないづ振興公社理事会（町民センター）
	 29日	 会津やないづ温泉開発㈱定時株主総会（町民センター）
	 	（一財）会津柳津観光物産協会通常総会（ふれあい館）
	 6月 3日	 議会運営委員会

委
員
長　
新
井
田　
順　
一

副
委
員
長　
小　
林　
　
　
浩

委　
　
員　
荒　
明　
正　
一

磯　
目　
泰　
彦

広報常任
委 員 会

開会予定日時 １０月７日(水) 午前１０時から

ちょっと
一言

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
熱
中
症
な
ど
に

ご
留
意
い
た
だ
き
、
健
や
か
に
お
過
ご

し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

６
月
の
議
会
行
政
調
査
で
は
地
域
に

残
る
も
の
を
活
用
し
た
住
民
や
企
業
の

連
携
に
よ
る
先
進
的
な
ま
ち
お
こ
し
を

調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
我
が
町

に
も
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
そ

し
て
、
人
と
人
と
の
温
か
い
つ
な
が
り

と
い
う
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
財
産
を
大
切
に
守

り
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
議
会
議
員
と
し
て
、
町
民
の
皆
様

の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
議

論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様

と
と
も
に
、
よ
り
良
い
柳
津
町
を
築
い

て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（

小
林　
浩
）

うつくしま・みずウオーク２０２６赤べこ
の里柳津大会でスターターをする議長
（６月６日道の駅会津柳津）

広報常任委員会で県議長会主
催の議会広報研修会に参加し
ました（７月１日郡山市）

今年のテーマは「未来（将来）を見つめる」。
３年生による一般質問を行います。
ふれあい館とゆきげ館で映像配信設備による生中継をいたします
ので、ぜひご覧ください。（※議場では中学生が傍聴いたします）
過去の動画は町の公式ホームページから、パソコンや
スマートフォンなどを使って見られます。

※議会関係の会議や会員・来賓等で出席した式典等の主なものを掲載しております


